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⽇本のラテンアメリカ外交と
マルチプレックス世界での新たな役割
⽇本のラテンアメリカ外交と
マルチプレックス世界での新たな役割
世界的な気候・エネルギー危機とこの脅威に対する世界的な対応は、国際社
会の変化を明らかにしている。⽶国、中国、ロシアとの対⽴の中で、⽇本は
インド太平洋地域を中⼼とする経済・安全保障の戦略を展開してきたが、域
外への取り組みはこれまで⼗分に説明されてこなかった。
本報告は、5⽉の岸⽥総理の南⽶訪問に⾄る⽇本のラテンアメリカ外交のね
らいを振り返り、環境⾯の協⼒・COP、グローバルサウスとの連携、対中
関係、資源外交など、⽇本が取り組むべき新たな課題を検討する。
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